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第
壱
章

「
サ
ム
ラ
イ
キ
ン
グ
ダ
ム
」

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
!

一
六
四
九
年
、
信
濃
の
国
は
ま
さ
に
《
混
乱
の
極
み
》
に
あ
っ
た
。
突
如
、
信
濃
の
国
の
か
な
り
の
場
所
で
、
複
数
の
、
し
か
も
買
の
高
い
金
鉱
脈

が
次
々
と
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
擾
千
金
を
求
め
る
農
民
、
そ
れ
を
剣
に
よ
っ
て
奪
お
う
と
す
る
賊
、
野
望
成
就
の
た
め
の
資

金
を
求
め
る
武
士
、
の
し
あ
が
ろ
う
と
す
る
商
人
、
自
ら
の
腕
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
万
鍛
冶
、
ジ
パ
ン
グ
の
金
を
求
め
密
入
国
す
る
異
人
達
、
日
本

を
そ
の
手
に
収
め
ん
と
す
る
狂
人
・
・
・
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
類
の
輩
が
、
ど
っ
と
信
濃
の
園
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
当
然
信
濃
の
圏
は
乱
れ
、
民

は
い
つ
自
分
遣
に
降
り
か
か
る
か
も
知
れ
ぬ
自
刃
の
恐
怖
に
智
え
た
。

し
か
し
脅
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
も
の
は
園
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、
あ
る
も
の
は
武
芸
者
を
雇
っ
て
村
を
守
る
。
日
本
の
戦
乱
を

鎮
め
る
も
の
は
、
や
は
り
『
剣
」
な
の
だ
。

者
のそ
中し
にて

お戦
の乱
れの
のあ
剣る
術と
をこ
世ろ

問銅
つ震，、
くg
戦れ
いる

喜一
めと

長喜
濃を

5事
つ匂
て者

i z 
者 lミ

2佐

171 
つ
者
の
中

信
濃
の
動
乱

高
め
ん
と
す
る

一
六
五
二
年
に
巨
大
隅
石
が
落
下
し
、
信
濃
の
全
て
が
一
旦
灰
塵
と
掃
す
ま
で
の
三
年
間
、
こ
の
園
は
ま
さ
し
く
、
剣
に
生
き
て
剣
に
死
ぬ
世
界
、

「
サ
ム
ラ
イ
キ
ン
グ
ダ
ム
』
だ
っ
た
の
だ
。

第
弐
章

剣
葺
メ
イ
キ
ン
グ

剣
に
生
き
て
剣
に
死
ぬ
、
弱
肉
強
食
の
信
濃
の
国
に
お
い
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
『
剣
豪
」
を
演
じ
ま
す
。
『
剣
豪
』
と
は
、
剣
術
の
凄
ま
じ
い
才
能

を
秘
め
た
人
間
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
剣
豪
で
あ
る
こ
と
と
生
ま
れ
は
全
然
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
武
家
と
い
え
ど
も
剣
牽
は
一
握
り
で
す
し
、
家
族
を

失
っ
た
か
よ
わ
い
少
女
が
、
剣
葺
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

【
手
順
】

一
、
能
力
値
の
決
定

二
、
年
齢
、
身
の
丈
の
決
定

三
、
特
徴
の
決
定

回
、
戦
闘
能
力
値
の
修
正
、
成
功
レ
ベ
ル
の
記
入

玉
、
武
器
の
決
定

六
、
構
え
の
決
定

七
、
名
前
、
そ
の
他
の
決
定

て
能
力
値
の
決
定

ま
ず
、
剣
葺
の
強
さ
を
示
す
値
で
あ
る
『
能
力
値
」
を
決
定
し
ま
す
。
能
力
値
に
は
、
戦
闘
に
必
要
な
《
戦
闘
能
力
値
》
と
、

般
能
力
値
》
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
行
為
に
《
一

戦
闘
能
力
値
、
一
般
能
力
値
共
に
「
一

D
六
三
ご
で
、
能
力
値
を
決
定
す
る
。
こ
こ
で
注
意
を
ひ
と
つ
。
他
の
ゲ

l
ム
と
違
い
、

振
り
直
し
は
絶
対
猿
止
で
す
!

一D
六
x
ニ
の

【
戦
闘
能
力
値
】

《
心
》
『
剣
気
』
と
も
呼
ば
れ
、
殺
気
や
隙
の
無
さ
を
表
し
ま
す
。
直
感
的
な
行
動
や
思
考
力
を
必
要
と
す
る
行
動
に
も
使
い
ま
す
。

《
技
》
剣
の
技
量
の
凄
さ
を
表
し
ま
す
。
索
早
い
行
動
や
、
手
先
の
器
用
さ
を
必
要
と
す
る
行
動
に
も
、
こ
の
能
力
値
を
使
い
ま
す
。

《
体
》
「
脅
カ
(
り
よ
り
よ
く
)
』
と
も
呼
ば
れ
、
肉
体
の
頑
丈
さ
や
力
強
さ
を
褒
し
ま
す
。

【
一
般
能
力
値
】

《
身
分
》
身
分
の
高
さ
、
高
貴
さ
で
す
。
身
分
を
重
ん
じ
る
相
手
と
の
交
渉
、
権
力
の
行
使
等
に
使
い
ま
す
。

《
財
力
》
持
っ
て
い
る
財
産
の
量
で
す
。
買
い
物
な
ど
の
、
金
を
必
要
と
す
る
行
動
に
使
い
ま
す
。

《
愛
》
他
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
度
合
で
す
。
魅
了
に
抵
抗
し
た
り
、
蹴
意
あ
る
説
得
に
使
っ
た
り
し
ま
す
。
外
見
の
良
さ
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。



《
魅
力
》
外
見
や
声
の
美
し
さ
で
す
。
他
人
を
虜
に
す
る
と
き
に
使
い
ま
す
。

《
学
》
博
識
さ
、
知
識
を
必
要
と
す
る
行
為
に
使
い
ま
す
。
必
ず
し
も
『
思
考
力
」
を
表
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
年
齢
、
身
の
丈
の
決
定

次
に
、
年
齢
と
身
の
丈
を
決
定
し
ま
す
。
年
齢
は
『
若
輩
』
『
成
人
』
『
壮
年
』
『
老
猶
』
の
四
種
類
、
身
の
丈
は
『
小
柄
』
『
並
』
『
大
柄
』
『
巨

人
』
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。
身
の
丈
は
持
て
る
武
器
の
種
類
、
年
齢
は
持
て
る
構
え
(
後
述
}
の
数
に
影
響
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の
患
で
、
《
戦
闘

能
力
値
限
界
》
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
《
戦
闘
能
力
値
限
界
》
は
、
次
の
次
『
戦
闘
能
力
値
の
修
正
』
の
項
で
説
明
し
ま
す
。

蓄基受章

並三
O

ニ
七

ニ
四一一一

長 25三I~

X三面主|議

三
、
特
徴
の
決
定

次
の
『
特
徴
リ
ス
ト
』
か
ら
、
特
徴
を
五
つ
ま
で
選
択
し
ま
す
。
特
徴
と
は
見
て
の
通
り
、
そ
の
剣
豪
の
個
性
的
な
面
を
表
し
て
い
ま
す
。
特
徴
を

取
る
た
び
に
能
力
健
が
変
化
し
ま
す
。
別
に
き
っ
ち
り
五
つ
取
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

女|窓不
治
の
病

盲
目

死
ん
だ
恋
人
の
璽
が
見
え
る

消
え
な
い
傷
跡
が
あ
る

奇
妙
な
整
型

優
し
い
心
の
持
ち
主

風
体
極
め
て
悪
し

遊
び
人
の
甲
斐
性
無
し

仇
敵
を
追
っ
て
い
る

伝
統
を
重
ん
じ
る

女
の
よ
う
な
男

人
に
教
え
る
の
が
好
き

心
を
喪
失
し
て
い
る

お
ぞ
ま
し
く
伸
び
た
四
肢

卑
怯
者

免
許
皆
伝

ケ
モ
ノ
の
よ
う
に
生
き
て
い
る

不
器
用
な
生
き
方
し
か
出
来
な
い

武
器
偏
執
狂
(
マ
ニ
ア
)

平
和
な
世
の
中
に
溶
け
込
め
な
い

放
電
体
質

仇
敵
と
し
て
狙
わ
れ
て
い
る

男
の
よ
う
な
女

孤
独
を
憂
す
る

血
に
飢
え
て
い
る

筋
骨
隆
々

こ
の
世
の
地
獄
を
見
て
き
た

『
最
強
の
剣
葺
』
を
目
指
す

算
大

乱
暴
者

元
気
な
だ
け
が
取
り
柄
で
す

怒
り
っ
ぽ
い

ー-菌

誠

心
+
一

O

心
+
七

心
+
五

心
+
玉

心
+
園
、
体
+
一

心
+
四

心
+
三

心
+
三
、
技
+
一

心
+
二
、
体
+
ニ

心
+
二
、
技
+
ニ

心
+
一

心
+
一

技
+
九

技
+
六

技
+
五

技
+
玉
、
心
+
一

技
+
目
、
体
+
ニ

技
+
園
、
体
+
一

技
+
=
一

技
+
=
一
、
心
+
一

技
+
二
、
体
+
一

技
+
二
、
体
+
ニ

技
+
一

技
+
一

体
+
八
、
技
+
一

体
+
穴

体
+
玉
、
心
+
ニ

体
+
玉
、
技
+
ニ

体
+
圏
、
技
+
一

体
+
四

体
+
三

体
+
=
一

f li 
護

特
記
事
項

身
分

i
ニ

愛

l
一

霊

I
ニ

魅
力

l

一

愛
+
-

身
分
l
二
、
愛
l
ニ

財
力

l
三
、
霊
+
-
-
一

日
常
生
活
に
支
障
は
な
い

学
+
一

身
分
[
一

魅
力
+
:
学
+

愛

l
ニ

財
力
+
一

身
分
+
一
、
霊

l
一

身
分
1
二
、
霊

i
ニ

霊
+
一
、
魅
力
+
一

豊
+
一
、
魅
力
|
ニ

身
分
|

体
内
電
流
を
自
在
に
操
る
能
力

身
分

l--
一

『
女
』
の
特
徴
と
は
一
緒
に
取
れ
な
い

魅
力
|

愛

l
z

魅
力
l
一

愛
|
一

説
I
l
-
-

掌

l
二
、
愛
+

魅
力

l-



非
常
に
貧
し
い
生
ま
れ

ヒ
ー
ロ
ー
気
取
り

品
性
下
劣

特
徴
的
な
口
問

鬼
人
(
オ
ニ
ピ
ト
)

輿
人
(
欧
羅
巴
人
、

艦
艇
¥

異
人
(
車
細

E
人
)

生
ま
れ
な
が
ら
の
達
人

将
軍
家
の
生
ま
れ

武
家
の
生
ま
れ

故
郷
に
許
婚
が
い
る

金
持
ち

金

食

家

。
足
手
ま
と
い
を
連
れ
て
い
る

動
物
や
掻
の
た
ぐ
い
と
話
が
で
き
盃

将
の
器

本
の
虫

風
流
を
よ
く
解
す
る

優
男
、
優
女

天
性
の
芸
術
家

亜
米
利
加
人
)

体
+
一

体
+
二
、
心
+

体
+
一

体
+
一

心
技
体
+
ニ

体
+
二
、
心

l
ニ

技
+
三
、
体
ー
一

技
+
一
、
体
|
一

技
+
六
、
心
ー
ニ

心
技
体

l
二

、む
l
L

一

心
ー
一

心
|
囲

技
|
ニ

技

l
三

技
]
三

技
|
四

体
I
B
-
-

体
|
一
一

体
IL--

体

l
四

財
力
|
四

愛
+
一
、
学
|
一

魅
力
|
一
、
愛
+
一

愛
+
一

身
分
|
六
、
財
力

l
園
、
魅
力
+
三

多
重
人
格

身
の
丈
+
二
、
身
分
|
玉

学
+
三

身
分

l
三

身
分
+
一
玉
、
財
力
+
玉
、
学
+
ニ

身
分
+
玉
、
学
+
一

霊
+
四

財
力
+
一
O
、
学
+
一

学
+
一

愛
+
二

霊
+
三
、
魅
力
+
ニ

魅
力
+
玉
、
学
+
三

学
+
四

学
+
二
、
魅
力
+
一

財
カ
一
一
、
魅
力
+
三

魅
力
+
二
、
財
力
+
ニ
、
身
分
+
一

葵
の
御
紋
の
つ
い
た
何
か
を
所
持

軍
隊
を
率
い
る
指
揮
官
と
し
て
の
器

園
、
戦
闘
能
力
値
の
修
正
と
、
成
功
レ
ベ
ル
の
記
入

『
特
徴
」
に
よ
っ
て
能
力
値
を
修
正
し
終
わ
っ
た
ら
、
《
戦
闘
能
力
値
》
を
算
出
し
ま
す
。
さ
っ
き
年
齢
と
身
の
丈
よ
り
算
出
さ
れ
た
《
戦
闘
能
力
値

限
界
》
よ
り
、
今
の
《
戦
闘
能
力
値
》
の
方
が
高
か
っ
た
ら
、
好
き
な
《
戦
闘
能
力
値
》
を
、
限
界
以
下
に
な
る
ま
で
減
ら
し
ま
す
。

そ
の
後
、
全
て
の
能
力
値
の
『
成
功
レ
ベ
ル
」
を
記
入
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
値
に
お
い
て
、
二
分
の
一
と
四
分
の
一
の
値
(
切
り
捨
て
)
を
、

能
力
値
の
横
に
記
入
し
て
い
く
の
で
す
。

玉
、
武
器
の
決
定

次
に
、
剣
曹
の
命
で
あ
り
相
棒
で
あ
る
、
武
器
を
決
定
し
ま
す
。
武
器
に
は
「
身
の
丈
」
と
『
ダ
メ
ー
ジ
』
の
2
つ
の
表
記
が
あ
り
ま
す
。
次
の
表

か
ら
自
分
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
武
器
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
武
器
を
選
ん
だ
ら
『
武
器
銘
』
を
決
め
て
人
相
書
(
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ー
ト
)
に
記
入
し
ま

す。【
武
器
リ
ス
ト
】

名

前

身

の

丈

格
闘

乞
首

小
太
刀

鉄
傘

レ
イ
ピ
ア

隠
し
武
器

鎖
分
銅

打
万

妖
刀

蛮
刀

仕
込
み
杖

鎌銅
剣

野
太
万

大
鎌

槍蛇
連
邪
万

特
殊

ーた 並 小小小
編 大大大並並品並並並柄柄柄小小小

柄柄柄 柄柄柄

ダ
メ
ー
ジ

特
殊o 0 0 0 0 000  0 0 000  0 0 0 

八八八八六六六六六六四四四四四四

説
明

身
の
丈
が
小
柄
:
・
一
D
回
|
二
、
並
:
・
一
D
六
|
二
、
大
柄
・
:
一
D
八
|
二
、
巨
人
・
:
一
D
一
O
|
ニ

懐
に
忍
ば
せ
た
短
万

軽
く
扱
い
や
す
い
万

鉄
ご
し
ら
え
の
重
い
傘

異
人
の
も
た
ら
し
た
細
身
の
突
剣
。
そ
の
鋭
さ
を
好
む
武
芸
者
も
い
る

身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
障
さ
れ
た
奇
妙
な
武
器
の
数
々
。
『
暗
器
」
と
も
言
う

武
器
に
取
り
付
け
る
と
、
武
器
と
分
鎮
で
二
万
流
の
構
え
が
取
れ
る

い
わ
ゆ
る
「
日
本
万
」
。
美
し
く
偉
く
武
士
の
魂

持
ち
主
を
死
に
追
い
や
る
と
い
う
、
妖
し
い
輝
き
を
放
つ
打
万

戦
国
時
代
に
造
ら
れ
た
、
幅
広
の
無
骨
な
殺
人
万

打
万
を
仕
込
ん
だ
杖

戦
闘
用
の
鎌
。
鎌
分
銅
を
付
け
る
と
「
鎖
鎌
』

神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
古
代
の
剛
剣

万
身
が
長
〈
反
り
返
っ
た
万

柄
の
付
い
た
大
き
な
鎌
。
か
な
り
扱
い
に
く
い
武
器
で
あ
る

長
い
柄
の
先
に
刃
を
付
け
た
、
戦
場
の
主
役
た
る
武
器

刃
に
仕
込
ま
れ
た
可
動
部
に
よ
り
、
長
い
刀
身
が
鞭
の
用
に
し
な
る
奇
剣



鬼
根
棒

斬
属
刀

巨
人
万

巨
人

巨
人

巨
人

一D
一O

一D
一O

一D
一O

一
御
伽
噺
で
鬼
が
持
っ
て
い
る
よ
う
な
、
鉄
の
大
根
樺

一
巨
大
な
鉄
塊
の
知
き
剣
。
『
斬
る
』
の
で
は
な
く
『
叩
き
潰
す
』

一
『
巨
人
』
の
た
め
に
特
別
に
鍛
え
ら
れ
た
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
打
刀

【
大
き
い
武
器
を
持
つ
】

自
分
の
身
の
丈
よ
り
大
き
い
武
器
を
持
つ
こ
と
も
出
来
ま
す
。
身
の
丈
よ
り
一
段
階
大
き
い
武
器
を
持
つ
ご
と
に
、
戦
闘
時
の
イ
エ
シ
ア
テ
ィ
フ
が

一
三
さ
れ
ま
す
。
二
段
階
大
き
い
と
一
六
で
す
。
詳
し
く
は
後
の
戦
闘
の
章
で
説
明
し
ま
す
。

【
二
万
流
】

二
刀
流
の
構
え
を
取
っ
て
い
る
時
の
み
、
両
手
に
二
本
の
武
器
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ニ
刀
涜
の
時
は
、
攻
撃
ロ

l
ル
は
一
回
で
す
が
、

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
時
は
、
ニ
つ
の
武
器
の
ダ
メ
ー
ジ
を
出
し
、
大
き
い
方
の
ダ
メ
ー
ジ
を
敵
に
与
え
ま
す
。

穴
、
構
え
の
決
定

剣
葺
が
武
器
を
手
に
し
た
時
、
被
ら
は
自
分
遣
に
ふ
さ
わ
し
い
『
構
え
』
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
え
は
三
つ
の
『
必
殺
技
』
を
持
っ
て

お
り
、
戦
闘
中
に
そ
の
構
え
を
し
て
い
る
時
に
だ
け
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

キ
ャ
ラ
メ
イ
ク
時
に
は
『
若
輩
」
は
一
つ
、
『
成
人
」
は
ニ
つ
、
『
壮
年
』
は
三
つ
、
『
老
猶
』
は
四
つ
の
構
え
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
通

常
、
構
え
の
教
は
成
長
し
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
構
え
を
獲
得
し
た
ら
、
同
時
に
三
つ
の
必
殺
技
も
全
て
習
得
し
ま
す
。
必
殺
肢
の
名
称
は
自
由
に
変

え
て
構
い
ま
せ
ん
。
必
殺
技
の
細
か
い
内
容
は
、
職
闘
の
章
で
説
明
し
ま
す
。

【
構
え
リ
ス
ト
】

構

え

技

名

中

腐

の

構

え

児

割

り

風
車

不
退
転

先
制
ノ
一
撃

見
切
ノ
一
撃

一
撃
の
構
え

闇
八
相
の
構
え

大
上
段
の
構
え

疾
走

飛
期

居
合

臥
龍
体

神
速
ノ
一
撃

死
(
四
)
連
軍

自
刃
壁

八
相
無
限
断

真
向
唐
竹
割
り

唐
竹
割
り
・
逆
風

最
終
奥
義
・
一
撃
必
殺

疾
走

棋
風
斬

疾
風
接
影
殺

日
輪

虚 寝
室雷

抜
刀
逆
袈
接
斬
り

抜
万
柄
弾
き
右
薙

一
閃

避
麟
返
し

龍
鱗
の
守
り

怒
龍
地
走

奥必必必必分
韓殺殺殺殺類

奥
義

必必
殺殺

奥必必奥
義殺殺韓

ノ
ー
マ
ル

必奥必
殺韓殺

奥奥
義韓

奥必必
韓殺殺

必
殺

必
殺

奥
韓

付
随
効
果

無
し

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い

無
し

無
し

負
け
る
と
死
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら

‘っ
自
分
に
傷
ダ
メ
ー
ジ
一

D
六
圏
、

攻
撃
し
な
い
聞
の
突
き
返
し
は
、

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い

無
し次

の
自
分
の
手
書
に
攻
撃
が

で
き
な
い

自
分
に
死
ダ
メ
ー
ジ
一
面

無
し

無
し

こ
の
攻
防
に
関
し
て
、
一
レ
ベ

ル
差
は
死
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
、

構
え
が
解
除
さ
れ
る

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
、
疾
走

ポ
イ
ン
ト
+
一

無
し

無
し

攻
撃
し
な
い
聞
の
突
き
返
し
は
、

ダ
メ
ー
ジ
無
し

自
分
に
傷
ダ
メ
ー
ジ
一

D
六
薗

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
、
自
分

に
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
一
D
四
国

突

き

返

し

専

用

次

ラ

ウ

ン

ド

イ

子

シ

ア

チ

ブ

l
三

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
攻
撃
し
な
か
っ
た
ラ
ウ
ン
ド
無
し

突

き

返

し

専

用

次

ラ

ウ

ン

ド

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

ー
三
、
構
え
解
除
さ
れ
る

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
直
後

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い

自
分
に
侮
ダ
メ
ー
ジ
一

D
四
囲

発
動
条
件

相
手
が
得
意
能
力
で
ロ

l
ル
す
る
と
き

突
き
返
し
専
用

《
備
》
が

M
A
X
の
と
き

戦
闘
で
最
初
の
攻
撃
の
と
き

《
心
》
に
よ
る
突
き
返
し
専
用

ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
を
し
な
い
(
突
き
返
し
て
い
い
)

《
技
》
に
よ
る
攻
撃
時
専
用

突
き
返
し
専
用

攻
準
時
専
用

《
体
》
に
よ
る
攻
撃
時
専
用

真
向
唐
竹
割
り
の
直
後
の
み

攻
撃
時
専
用
、
職
闘
中
一
回
し
か
出
せ
な
い

無
し

疾
走
ポ
イ
ン
ト
一
消
費

疾
走
ポ
イ
ン
ト
三
消
費

ニ
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
し
な
い
(
突
き
返
し
て
い
い
)

敗
北
ダ
メ
ー
ジ
一
一
国
以
上

突
き
返
し
専
用

突
き
返
し
専
用

突
き
返
し
専
用

《
技
》
に
よ
る
突
き
返
し
専
用



喧
嘩
上
等

俺
の
鉄
拳

ノ
ー
マ
ル

自
然
体

お
ら
っ
!
来
い
よ
!

肉
を
切
ら
せ
て
骨
を
断
つ

自
然
な
踏
み
込
み

必 奥 必
殺義殺

白
刃
取
り

奥
義

相
手
の
奥
義
を
使
う

奥
韓

円
月
殺
法

紅
の
三
日
月

必
殺

月
影
落
つ
る
刻

必
殺

天
地
の
構
え

紅
の
月
満
つ
る
刻

地
の
守
り

天
の
刃

必 必 奥
殺 殺 義

不
死
鳥
の
構
え

天
地
争
覇

双
翼
空
刃

双
翼
乱
舞

必必 奥
殺殺 義

不
死
鳥
転
生

奥
義

《
体
》
に
よ
る
攻
撃
時
専
用

突
き
返
し
専
用

突
き
返
し
専
用

ニ
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
し
な
い
(
突
き
返
し
て
い
い
)

《
心
》
に
よ
る
突
き
返
し
専
用

奥
義
を
見
た
次
の
ラ
ウ
ン
ド
の
み

攻
準
時
専
用

ニ
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
し
な
い
(
突
き
返
し
て
い
い
)

死
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

突
き
返
し
専
用

地
の
守
り
の
直
後

ニ
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
し
な
い

防
御
さ
れ
て
も
傷
ダ
メ
ー
ジ
を

一
面
与
え
る

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い

自
分
に
傷
ダ
メ
ー
ジ
一

D
六
薗

攻
撃
し
な
い
聞
の
突
き
返
し
は
、

ダ
メ
ー
ジ
無
し

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
、

構
え
が
解
除
さ
れ
る

使
っ
た
奥
義
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、

構
え
が
解
除
さ
れ
る

《
死
》
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ

p
h
、‘

&ん‘
'
L
V

攻
撃
し
な
い
聞
の
突
き
返
し
は
、

ダ
メ
ー
ジ
無
し

無
し

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い

二
万
流
ダ
メ
ー
ジ
の
低
い
方

を
使
う

構
え
が
解
除
さ
れ
る

構
え
が
解
除
さ
れ
る

自
分
に
傷
ダ
メ
ー
ジ
一

D
六

圏
、
構
え
解
除
さ
れ
る

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
、

構
え
が
解
除
さ
れ
る

七
、
名
前
、
そ
の
他
の
決
定

全
て
決
ま
っ
た
ら
、
人
相
書
(
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ー
ト
)
を
見
渡
し
た
後
、
剣
豪
の
名
前
を
決
定
し
ま
す
。
農
民
な
ど
は
名
字
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

『
ハ
ク
を
付
け
る
た
め
』
等
の
理
由
で
名
字
を
付
け
て
も
檎
い
ま
せ
ん
。

後
は
、
好
み
に
応
じ
て
過
去
や
盤
定
等
を
考
え
、
記
入
す
れ
ば
、
剣
豪
の
完
成
で
す
!

天
の
刃
の
直
後

《
技
》
に
よ
る
攻
撃
時
専
用

《
体
》
に
よ
る
攻
撃
時
専
用

《
心
》
に
よ
る
突
き
返
し
専
用

コ
ラ
ム
・
:
N
P
C
の
能
力
値

一
般
人
(
剣
豪
で
な
い
普
通
の
人
)
は
、
戦
闘
能
力
値
を
一

D
六
で
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、

N
P
C
の
剣
豪
に
は
ニ
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
強
敵
で
は
な
い
剣
牽

(
G
M
判
断
)
は
連
撃
(
後
述
)
が
出
来
ま
せ
ん
。

強
敵
の
剣
嚢
は
、

P
C
と
同
じ
く
連
撃
を
使
用
出
来
ま
す
。

第
参
章

ダ
イ
ス
ロ
ー
ル

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
能
力
値
に
よ
る
判
定
は
基
本
的
に
ニ

O
面
ダ
イ
ス
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

使
用
す
る
能
力
健
を
宣
言
し
て
一

D
ニ
O
を
行
い
、
そ
の
ダ
イ
ス
目
に
よ
っ
て
成
功
度
を
求
め
、

こ
れ
を
、
『
ダ
イ
ス
ロ
!
ル
』
、
あ
る
い
は
単
に
『
ロ

l
ル
』
と
雷
い
ま
す
。

【
ダ
イ
ス
ロ

l
ル
成
功
度
表
】

能
力
値
の
四
分
の
一
以
下

能
力
値
の
二
分
の
一
以
下

能
力
値
以
下

そ
れ
よ
り
大
き
い

一
レ
ベ
ル
成
功

一
レ
ベ
ル
成
功

一
レ
ベ
ル
成
功

失
敗

行
動
の
成
否
を
判
定
し
ま
す
。

ロ
ー
ル
の
結
果
に
よ
っ
て
G
M
が
行
動
結
果
を
判
断
し
た
り
、
複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
口

l
ル
を
行
い
、
成
功
度
を
比
較
し
た
り
す
る
の
が
、
一

般
的
な
ロ
ー
ル
の
使
い
方
で
す
。

特
殊
な
条
件
{
必
殺
技
使
用
な
ど
)
で
復
数
の
ダ
イ
ス
を
振
る
場
合
は
、
複
数
の
出
自
の
う
ち
、
好
き
な
も
の
一
つ
を
使
っ
て
成
功
度
を
求
め
ま
す
。



コ
ラ
ム
・
:
強
敵

通
常
の
ロ

l
ル
に
は
、
四
分
の
一
以
下
、
す
な
わ
ち
三
レ
ベ
ル
成
功
ま
で
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
使
用
す
る
能
力
値
が
四

O
以
上
の
場
合
に
は
、

八
分
の
一
以
下
を
ふ
れ
ば
、
四
レ
ベ
ル
成
功
、
能
力
値
が
八
O
以
上
で
あ
れ
ば
一
六
分
の
一
以
下
で
五
レ
ベ
ル
成
功
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
能
力
値
が
四
O
以
上
の
相
手
と
成
功
度
の
勝
負
を
す
る
と
き
は
、
自
分
の
能
力
値
が
四
O
未
満
で
あ
っ
て
も
、
八
分
の
一
以
下
で
四
レ
ベ
ル

成
功
に
な
り
ま
す
。
同
様
に
、
能
力
値
八
O
以
上
の
相
手
と
勝
負
す
る
と
き
は
、
自
分
の
能
力
が
八
O
未
満
で
も
、
一
六
分
の
一
以
下
で
五
レ
ベ
ル
成

功
に
な
り
ま
す
。

ダ
メ
ー
ジ
の
種
類
と
戦
闘
の
終
了

こ
の
ゲ

l
ム
の
ダ
メ
ー
ジ
に
は
『
傷
ダ
メ
ー
ジ
』
『
死
ダ
メ
ー
ジ
』
『
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
』
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
、
ダ
メ
ー
ジ
一
点
に
つ
き
一
国
ず
つ
、
そ
の
文
字
を
漢
字
で
書
い
て
い
き
ま
す
。
(
ち
な
み
に
『
傷
』
は
一
一
一

圏
、
『
死
』
は
六
圏
、
『
敗
北
』
は
一
六
画
で
す
〉
こ
れ
が
こ
の
ゲ

l
ム
に
お
け
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
、
漢
字
ダ
メ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
各
ダ
メ

ー
ジ
の
文
字
が
完
成
し
て
し
ま
っ
た
状
態
を
、
『

O
Oダ
メ
ー
ジ
M
A
X
』
と
富
い
ま
す
。

敗
北
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
(
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
一
六
園
以
上
く
ら
っ
た
場
合
)
即
座
に
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
敗
北
と

な
り
、
戦
闘
不
能
状
態
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
肉
体
に
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
逃
亡
な
ど
の
行
動
は
可
能
で
す
。

死
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
(
死
ダ
メ
ー
ジ
を
六
回
以
上
く
ら
っ
た
場
合
)
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
即
座
に
死
亡
し
ま
す
。

当
然
で
す
が
、
そ
の
後
一
切
の
行
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

傷
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
(
傷
ダ
メ
ー
ジ
を
一
二
酉
以
上
く
ら
っ
た
場
合
)
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
肉
体
に
激
し
い
損
傷

を
う
け
た
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
そ
の
戦
闘
中
、
毎
ラ
ウ
ン
ド
の
終
わ
り
に
、
一
D
四
画
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
い
続
け
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
損
傷

は
か
な
り
激
し
い
も
の
で
、
普
通
の
人
な
ら
一
生
残
る
障
害
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
剣
豪
と
て
、
消
え
な
い
傷
痕
が
刻
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
の
陣
営
の
全
員
が
、
死
亡
も
し
く
は
敗
北
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
戦
闘
は
終
了
し
ま
す
。

第

四

章

戦

い

で
は
、
こ
の
ゲ

l
ム
の
戦
闘
ル

l
ル
を
解
説
し
ま
す
。

【
戦
い
の
手
順
】

一
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

ニ
、
攻
撃
と
突
き
返
し

三
、
構
え
と
必
殺
技

園
、
連
撃

一
、
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ

ま
ず
、
パ
ー
テ
ィ
側
の
代
表
と
G
M
が
そ
れ
ぞ
れ
『
一
D
一

O
』
を
振
り
ま
す
。
高
い
側
が
先
攻
、

場
合
は
振
り
直
し
ま
す
。

先
攻
、
後
攻
と
も
に
攻
撃
を
終
え
れ
ば
1
ラ
ウ
ン
ド
終
了
と
な
り
、
再
び
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
決
定
の
た
め
に
一
D
一

O
を
振
り
合
い
ま
す
。

な
お
、
重
い
武
器
を
持
っ
て
い
る
な
ど
で
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
場
合
に
は
、
一

D
一
O
の
出
目
か
ら
各
自
が
そ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
引
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
数
字
が

O
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
そ
の
ラ
ウ
ン
ド
は
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

{
必
殺
技
を
使
っ
た
り
突
き
返
し
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
す
)
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
敵
側
の
数
字
よ
り
も
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
そ
の

キ
ャ
ラ
だ
け
、
敵
倒
よ
り
も
後
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

低
い
側
が
後
攻
と
な
り
ま
す
。
同
値
で
あ
っ
た

二
、
攻
撃
と
突
き
返
し

攻
撃
す
る
場
合
は
、
誰
に
対
し
て
、
ど
の
能
力
値
で
攻
撃
す
る
か
を
宜
雷
し
ま
す
。
《
心
》
に
よ
る
攻
撃
は
心
理
戦
や
読
み
合
い
、

攻
撃
は
素
早
い
テ
ク
ニ
カ
ル
な
攻
撃
、
《
体
》
に
よ
る
攻
撃
は
力
任
せ
の
豪
快
な
攻
撃
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

攻
撃
さ
れ
る
側
は
、
そ
れ
に
対
し
て
『
突
き
返
し
』
と
呼
ば
れ
る
防
御
行
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
突
き
返
し
側
も
能
力
値
を
指
定
し
ま
す
。

お
互
い
が
使
用
す
る
能
力
値
を
決
定
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
を
行
い
、
成
功
度
の
優
る
側
が
劣
っ
た
側
に
持
っ
て
い
る
武
器
に
よ
る

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
こ
こ
で
、
ニ
レ
ベ
ル
以
上
の
差
が
つ
い
た
場
合
、
(
ニ
レ
ベ
ル
成
功
と
失
敗
、
三
レ
ベ
ル
成
功
と
一
レ
ベ
ル
成
功
な
ど
)
『
死

ダ
メ
ー
ジ
』
を
与
え
、
一
レ
ベ
ル
の
差
が
つ
い
た
場
合
は
、
『
傷
ダ
メ
ー
ジ
』
を
与
え
ま
す
。

た
だ
し
、
突
き
返
し
側
が
、
攻
撃
側
と
違
う
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
突
き
返
し
側
が
ど
れ
だ
け
勝
っ
て
い
た
と
し
て
も
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
(
《
体
》
の
攻
撃
を
《
技
》
で
突
き
返
し
た
場
合
な
ど
〉

《
技
》
に
よ
る

=
一
、
構
え
と
必
殺
技

構
え
る
こ
と
で
、
そ
の
構
え
固
有
の
必
殺
技
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
構
え
の
必
殺
技
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

分
類
「
必
殺
」
の
必
殺
技
は
ニ

O
面
ダ
イ
ス
を
ニ
個
、
分
類
「
奥
義
」
の
必
殺
技
は
ニ

O
面
ダ
イ
ス
を
三
個
撮
り
、
好
き
な
出
目
を
ダ
イ
ス
ロ
ー



ル
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
戦
闘
開
始
時
に
、
修
得
し
て
い
る
構
え
の
な
か
か
ら
一
つ
を
選
択
し
ま
す
。

構
え
は
、
自
分
が
攻
草
す
る
直
前
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
発
動
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
い
き
な
り
技
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
(
『
中

庸
の
構
え
に
な
っ
て
『
児
割
り
』
を
発
動
し
て
《
技
》
に
よ
る
攻
撃
』
な
ど
)

突
き
返
し
時
に
は
構
え
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
突
き
返
し
専
用
の
技
を
使
う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
構
え
に
変
更
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
に
複
数
の
必
殺
技
の
発
動
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
度
の
ロ

l
ル
で
使
用
で
き
る
必
殺
技
は
一
つ
だ
け
で
す
。

な
お
、
必
殺
技
の
発
動
条
件
の
う
ち
、
複
数
ラ
ウ
ン
ド
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
構
え
を
変
化
し
た
瞬
間
に
全
て
ク
リ
ア
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
『
神
速
の
一
撃
』
を
使
う
た
め
に
は
、
一
翠
の
構
え
で
、
構
え
を
一
度
も
変
え
ず
に
三
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
せ
ず
に
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
疾
走
の
構
え
の
疾
走
ポ
イ
ン
ト
も
構
え
を
変
え
た
瞬
間
に
ゼ
ロ
に
戻
り
ま
す
。

通
常
、
必
殺
技
は
攻
撃
時
、
突
き
返
し
時
、
ど
ち
ら
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
突
き
返
し
に
使
え
な
い
技
は
、
発
動
条
件
に
攻
撃
専
用
と
書

い
て
あ
り
ま
す
)
勘
違
い
し
や
す
い
で
す
が
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
構
え
や
、
必
殺
技
の
条
件
の
う
ち
、
わ
か
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
解
説
し
ま
す
】

・
天
地
の
構
え
、
不
死
鳥
の
構
え

こ
れ
ら
の
構
え
は
ニ
刀
施
専
用
で
す
。
こ
の
構
え
を
す
る
た
め
に
は
、
ニ
刀
涜
可
能
な
武
器
を
二
本
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
逆

に
、
こ
れ
ら
の
構
え
で
な
け
れ
ば
、
ダ
メ
ー
ジ
ダ
イ
ス
を
こ
っ
撮
っ
て
高
い
方
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
刀
流
の
恩
恵
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
O
Oの
直
後
の
み

0
0と
い
う
技
を
使
っ
た
次
の
ロ

l
ル
時
(
政
撃
、
突
き
返
し
問
わ
ず
)
に
発
動
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
後
攻
で
『
真
向
唐
竹
割
り
』
を
使
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次
ラ
ウ
ン
ド
で
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
を
失
っ
た
と
き
は
、
相
手

の
最
初
の
攻
撃
に
対
す
る
突
き
返
し
時
に
『
唐
竹
割
り
・
逆
風
』
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ニ
シ
ア
-
ナ
イ
フ
を
失
っ
た
が
相
手
が
攻
撃

し
て
こ
な
か
っ
た
と
き
ゃ
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
と
き
、
自
分
の
攻
撃
時
に
『
唐
竹
割
り
・
逆
風
』
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

・
O
ラ
ウ
ン
ド
攻
撃
し
て
い
な
い

O
ラ
ウ
ン
ド
の
問
、
自
分
か
ら
攻
撃
を
し
な
い
で
い
れ
ば
、
そ
の
次
の
ラ
ウ
ン
ド
に
発
動
で
き
ま
す
。
こ
の

O
ラ
ウ
ン
ド
の
聞
に
突
き
返
し

は
行
え
ま
す
が
、
突
き
返
し
で
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

-
疾
走
ポ
イ
ン
ト

『
疾
走
』
は
、
通
常
の
攻
撃
と
同
様
に
ロ

l
ル
を
行
い
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
突
き
返
し
で
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
成
功
度
で
勝
っ
て
も
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
ル
の
結
果
に
関
係
な
く
疾
走
ポ
イ
ン
ト
を
一
ポ
イ
ン
ト
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

疾
走
ポ
イ
ン
ト
は
疾
走
を
行
う
ご
と
に
た
ま
っ
て
い
き
、
何
ポ
イ
ン
ト
で
も
た
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
構
え
を
変
更
す
る
と
O
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

-
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
一
一
以
上

要
す
る
に
、
『
敗
北
』
の
『
敗
』
が
完
成
し
ち
ゃ
っ
て
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

園
、
連
撃

ダ
イ
ス
ロ

l
ル
の
と
き
、
自
分
を
追
い
込
む
こ
と
で
限
界
を
超
え
た
カ
を
発
揮
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
『
連
撃
』
で
す
。

攻
撃
や
突
き
返
し
の
と
き
、
ロ
ー
ル
の
結
果
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
ロ
ー
ル
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
一
つ
の
ダ
イ
ス
を
撮
り
直

す
た
び
に
、
一
D
図
画
の
『
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
』
を
く
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、
突
き
返
し
の
と
き
に
、
攻
撃
倒
と
遣
う
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
っ
た
場
合
、
突
き
返
し
倒
は
連
撃
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

遣
う
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
う
こ
と
に
は
、
『
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
』
『
連
撃
が
で
き
な
い
』
の
ニ
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
わ
け
で

す。
特
殊
な
連
撃
と
し
て
、
『
回
避
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
使
え
ば
、
突
き
返
し
の
と
き
、
口

l
ル
を
や
り
直
さ
ず
、
い
き
な
り
成
功
度

を
一
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
成
功
度
を
一
上
昇
さ
せ
る
た
び

に
、
一
D
六
回
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

回
避
は
、
突
き
返
し
側
し
か
行
え
ま
せ
ん
し
、
連
撃
の
一
種
な
の
で
、
攻
撃
倒
と
違
う
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
っ
た
場
合
は
回
避
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

玉
、
戦
闘
の
流
れ
(
ま
と
め
〉

こ
こ
ま
で
を
ふ
ま
え
て
、
時
間
軸
に
そ
っ
た
戦
闘
解
説
を
し
ま
す
。

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
決
定
す
る
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
D
一

O
を
振
り
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
各
キ
ャ
ラ
が
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
ま
す
。

O
以
下
に
な
っ
た
場
合
は
行
動
不
能
で
す
。

先
攻
側
の
攻
撃

イ
二
シ
ア
テ
イ
ブ
で
勝
っ
た
方
が
先
に
攻
撃
し
ま
す
。
攻
撃
時
に
は
構
え
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
必
殺
技
の
発
動
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば



必
殺
技
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

攻
翠
す
る
対
象
と
、
使
用
す
る
能
力
値
、
ま
た
使
用
で
き
る
の
な
ら
ば
必
殺
技
を
宜
雷
し
ま
す
。

攻
撃
さ
れ
た
倒
は
、
突
き
返
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
構
え
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
構
え
で
発
動
条
件
を
満
た
し
て
い
る
な
ら
必
殺
技

を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

突
き
返
し
に
使
用
す
る
能
力
値
と
、
使
用
で
き
る
な
ら
必
殺
技
を
宜
冨
し
ま
す
。

攻
撃
倒
と
遣
う
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
う
場
合
は
、
た
と
え
成
功
度
で
勝
っ
て
も
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
連
撃
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

攻
撃
側
、
突
き
返
し
側
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

お
互
い
の
成
功
度
を
比
較
し
、
勝
利
倒
が
敗
北
側
に
武
器
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
ニ
レ
ベ
ル
以
上
の
差
が
あ
れ
ば
死
ダ
メ
ー
ジ
、

ル

の

砦

な

ら

悔

ダ

メ

ー

ジ

を

与

え

ま

す

。

-

攻
撃
側
は
、
こ
こ
で
連
撃
を
行
い
、
よ
り
高
い
成
功
度
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連
撃
を
行
っ
た
場
合
、
ダ
イ
ス
を
一
つ
振
り
直
す
ご
と
に
、

一
D
田
園
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
い
ま
す
。

突
き
返
し
倒
は
、
攻
撃
倒
と
同
じ
能
力
値
で
突
き
返
し
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
連
撃
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ダ
イ
ス
を
一
つ
振
り
車
す

ご
と
に
、
一

D
四
国
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
の
連
撃
の
か
わ
り
に
回
避
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
成
功
度
を
一
上
げ
る
ご
と
に
一

D
六
回
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
い
ま
す
。
回

避
し
た
場
合
は
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

死
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
れ
ば
即
座
に
死
に
ま
す
。
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
れ
ば
即
座
に
敗
北
し
ま
す
。
悔
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
れ

ば
、
即
座
に
大
怪
識
を
負
い
ま
す
。

一
レ
ペ

後
攻
側
の
攻
撃

先
攻
側
と
同
様
に
攻
撃
と
突
き
返
し
を
解
決
し
ま
す
。

ラ
ウ
ン
ド
終
了

侮
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
の
場
合
、
一

D
四
面
の
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
い
ま
す
。

紋
北
ダ
メ
ー
ジ
が
M
A
X
に
な
れ
ば
即
座
に
敗
北
し
ま
す
。

戦
闘
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
は
、
次
ラ
ウ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。

戦
闘
時
以
外
の
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
る
と
、
非
戦
闘
時
に
も
連
撃
を
行
い
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

連
撃
は
、
戦
闘
時
に
し
か
行
え
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
戦
闘
時
に
は
敗
北
ダ
メ
ー
ジ
の
意
味
が
な
い
の
で
、
ル
ー
ル
が
少
し
異
な
り
ま

す。
非
戦
闘
時
の
ロ
・
l
ル
で
連
撃
を
行
う
場
合
は
、
非
戦
闘
時
連
撃
衰
を
撮
っ
て
、
そ
の
効
果
に
従
い
ま
す
。

ニ
回
以
上
連
撃
を
行
う
場
合
は
、
連
撃
の
回
数
分
一

D
一
O
を
撮
り
‘
最
も
大
き
い
数
字
の
結
果
を
適
用
し
ま
す
。

一九八七六五回三ニー
O 

第
五
章

成
功
し
て
い
れ
ば
見
る
も
の
全
て
を
感
動
さ
せ
る
。

園
っ
ち
ゃ
う
く
ら
い
に
大
成
功
。

仲
間
の
協
力
が
得
ら
れ
る
。

会
く
無
関
係
の
発
見
が
あ
る
。

成
功
し
て
い
て
も
効
果
は
最
小
限
。

時
聞
が
か
か
る
。

大
き
な
音
が
出
て
注
目
を
集
め
る
。

不
吉
な
出
来
事
が
お
こ
る
。

使
用
し
た
能
力
が
一
時
的
に
半
減
。

使
用
し
て
い
た
道
具
が
壊
れ
る
(
武
器
な
ど
は
ダ
メ
ー
ジ
一

1
、
修
理
可
能
)

グ
ロ
ウ
ア
ッ
プ

剣
事
は
元
か
ら
強
力
な
存
在
で
す
が
、
彼
ら
は
死
線
を
幾
度
も
く
ぐ
り
掻
け
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
際
限
無
く
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
成
長
の
仕
方
は
、
剣
事
自
身
の
人
生
観
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

シ
ナ
リ
オ
が
終
了
し
た
時
、

G
M
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
大
半
が
『
今
回
は
ヤ
パ
か
っ
た
』
と
同
意
し
た
時
、

の
基
準
は
あ
い
ま
い
で
す
。
相
醸
し
て
決
め
て
下
さ
い
。

P
C
は
成
長
し
ま
す
。

『
ヤ
パ
か
っ
た
』

成
長
す
る
と
職
闘
能
力
値
が
増
え
ま
す
。
ま
ず
『
戦
闘
能
力
値
限
界
』
が
増
え
ま
す
。
増
え
る
量
は
や
は
り
年
齢
と
身
の
丈
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。



【
成
長
時
の
『
戦
闘
能
力
値
限
界
』
増
加
量
】

蓄基受霊

小
柄

玉
.
五

五
四
.
五

回

並五回

.
E

回

一一一.

大
柄

回
.
五

目玉

一-
一

巨
人

四三
.
五

五ー

玉

限
界
が
増
え
た
ら
、
次
は
《
戦
闘
能
力
値
》
を
増
や
し
ま
す
(
増
や
さ
な
く
て
も
い
い
)
増
や
し
方
に
は
、
以
下
の
ニ
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

成
長
の
仕
方
・
:
既
に
持
っ
て
い
る
特
徴
を
使
っ
て
成
長
す
る
法
と
、
新
し
い
特
徴
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
法
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

一
、
既
に
あ
る
特
徴
を
使
つ
て
の
成
長

創
葺
の
持
つ
特
徴
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ス
が
付
い
て
い
な
い
特
徴
を
遭
び
ま
す
(
複
数
選
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
)
。
そ
し
て
《
職
闘
能
力
値
》
を
、

選
ん
だ
特
徴
の
《
戦
闘
能
力
値
》
増
加
分
だ
け
増
や
し
ま
す
。
こ
の
時
、
『
戦
闘
能
力
値
限
界
』
を
越
え
る
よ
う
な
増
や
し
方
は
出
来
ず
、
一
般
能
力

値
を
増
誠
さ
せ
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
『
特
徴
』
と
は
、
剣
曹
の
特
徴
そ
の
も
の
を
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
初
期
能
力
値
を
決
め
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
畿
の
『
成
長

パ
タ
ー
ン
』
を
方
向
付
け
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

【
倒
】
現
在
の
戦
闘
能
力
値
の
合
計
が
ニ
七
で
、
『
戦
闘
能
力
値
合
計
」
が
三
一
.
五
の
剣
豪
が
い
る
と
し
ま
す
。
彼
が
自
分
の
特
徴
で
あ
る
『
風
体

橿
め
て
悪
し
』
と
『
孤
独
を
愛
す
る
』
を
使
っ
て
成
長
す
る
と
、
心
が
+
三
、
技
が
+
一
さ
れ
て
、
『
戦
闘
能
力
値
合
計
』
は
=
こ
に
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
『
風
体
極
め
て
悪
し
」
と
『
武
器
傭
執
狂
(
マ
ニ
ア
)
」
を
使
っ
て
成
長
し
よ
う
と
す
る
と
、
心
が
+
三
、
体
が
+
三
さ
れ
て
、
『
戦
闘
能
力

値
合
計
』
が
三
三
に
な
る
た
め
、
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
『
生
ま
れ
な
が
ら
の
達
人
』
は
マ
イ
ナ
ス
が
付
い
て
い
る
の
で
成
長
に
は
使
え
ま

せ
ん
。
同
じ
『
風
体
極
め
て
悪
し
」
を
ニ
つ
使
っ
て
心
を
+
六
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
新
し
い
特
徴
を
取
る
成
長

特
徴
リ
ス
ト
か
ら
新
し
い
特
徴
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
一
般
能
力
値
も
増
誠
し
ま
す
。
た
だ
し
、
マ

イ
ナ
ス
の
付
い
て
い
る
特
徴
は
特
殊
な
特
徴
な
の
で
、
シ
ナ
リ
オ
上
で
そ
れ
を
得
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
状
混
が
あ
り
、
な
お
か
つ
G
Mが
許
可

し
な
い
限
り
、
取
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
場
合
も
、
『
戦
闘
能
力
値
限
界
』
を
越
え
る
よ
う
な
増
や
し
方
は
出
来
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ラ
メ
イ
ク

の
時
は
、
特
徴
を
取
っ
て
『
戦
闘
能
力
値
限
界
』
を
越
え
て
も
、
溢
れ
た
分
を
削
れ
ば
良
い
だ
け
で
し
た
が
、
成
長
の
時
に
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
。

第
六
章

ワ
ー
ル
ド
ス
ケ

l
プ

地
理
・
・
・
歴
史
か
ら
消
え
た
『
信
謹
の
園
』

第
壱
章
で
述
べ
た
通
り
、
信
濃
の
園
は
一
六
四
九
年
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
発
生
し
て
か
ら
、
ニ
ハ
五
二
年
に
巨
大
踊
石
が
落
下
し
、
信
濃
の
全

て
が
一
旦
灰
直
と
掃
す
ま
で
の
三
年
間
の
事
は
現
在
殆
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
『
上
野
風
土
謄
本
」
な
ど
の
一
部
を
除
き
、
現
在
の
殆
ど
の
資
料
で

は
、
こ
の
三
年
間
は
無
か
っ
た
こ
と
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
臨
石
落
下
よ
り
昔
の
麗
史
も
、
全
て
『
蘭
右
が
落
下
し
た
後
の

地
形
』
に
合
わ
せ
て
曲
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
下
地
点
で
あ
る
顕
訪
に
、
昔
か
ら
『
諏
訪
湖
』
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
最
た
る
例
で
す

(
踊
石
落
下
前
ま
で
は
、
あ
の
地
方
は
一
個
の
大
き
な
山
で
し
た
)

そ
の
た
め
、
当
時
の
信
漉
の
地
理
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
現
在
の
地
形
や
地
名
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
場
所
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
確
実
な
共

通
点
と
雷
え
ば
『
海
が
無
い
』
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

職
業

江
戸
時
代
に
は
、
現
代
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
散
の
多
彩
な
職
業
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
職
業
と
は
違
っ
た
形
で
人
生
を
賭
け
た
、
な
ん
と

い
う
か
『
ス
タ
イ
ル
』
の
よ
う
な
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
信
濃
の
園
で
よ
く
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
人
や
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
剣
曹
が
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
や
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

武
芸
者
:
武
者
修
行
や
士
官
の
ロ
を
探
す
た
め
に
靖
国
を
旅
し
て
い
ま
す
。
戦
乱
の
風
に
惹
か
れ
、
信
謹
に
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

侍
:
固
に
仕
え
る
武
士
で
す
。
殿
糠
の
命
を
受
け
て
任
務
を
果
た
す
べ
く
肢
を
し
て
い
た
り
、
資
金
繰
り
の
た
め
に
信
謹
の
金
を
狙
っ
て

い
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
。
察
平
の
世
で
、
慢
性
的
な
剣
豪
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

敵
討
ち
:
白
装
束
に
身
を
固
め
、
惜
い
仇
を
求
め
て
さ
す
ら
う
。
こ
れ
が
日
本
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ヨ
ナ
ル
な
敵
討
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
敵

酎
ち
は
、
法
的
に
も
あ
る
程
度
罷
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

忍
者
(
遭
波
)
:
忍
び
の
者
で
す
。
他
の
園
の
患
者
は
、
雇
い
主
か
ら
の
命
で
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う



が
、
信
濃
の
忍
び
で
あ
る
透
波
(
す
っ
ぽ
)
遣
は
違
い
ま
す
。
彼
ら
は
自
分
違
の
圏
信
濃
を
守
る
べ
く
、
誰
の
命
も
受
け

ず
、
誰
の
自
に
も
触
れ
な
い
場
所
で
、
日
夜
激
し
い
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
で
す
。

幕
府
の
隠
密
:
江
戸
幕
府
か
ら
極
秘
の
命
を
受
け
て
信
濃
に
や
っ
て
来
た
者
で
す
。
武
術
と
忍
術
の
両
方
に
長
け
て
い
る
者
が
多
い
で
す
。

抜
け
忍
:
何
ら
か
の
理
由
で
忍
者
の
集
団
を
抜
け
出
し
た
は
ぐ
れ
忍
で
す
。
抜
け
忍
に
寛
容
な
忍
者
集
団
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
披
け
忍
は

死
ぬ
ま
で
一
生
追
わ
れ
続
け
ま
す
。
決
し
て
例
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
人
:
一
擾
千
金
を
求
め
る
商
人
達
で
す
。
信
濃
の
国
に
は
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

坊
主
:
仏
教
の
教
え
を
守
る
人
々
。
救
世
の
為
に
放
浪
し
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、
『
救
い
』
に
絶
望
し
て
破
戒
僧
と
な
っ
た
者
も
い
る
。

シ
ャ

l
マ
ン
(
祈
祷
師
、
亙
女
)
:
神
の
声
を
伝
え
る
役
割
を
持
つ
人
々
。
彼
ら
は
、
彼
ら
独
自
の
行
動
理
念
に
よ
っ
て
行
動
し
て
い
る
。

喧
嘩
屋
:
い
わ
ゆ
る
破
落
戸
(
ご
ろ
つ
き
)
の
一
種
で
、
喧
嘩
を
代
行
す
る
事
を
な
り
わ
い
に
し
て
い
る
よ
う
な
輩
で
す
。
危
険
な
や
り

取
り
を
し
て
い
る
時
だ
け
が
、
彼
ら
が
『
生
』
を
感
じ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

秘
密
結
社
の
一
員
:
異
国
の
秘
密
結
社
に
所
属
す
る
者
で
す
。
も
ち
ろ
ん
目
的
は
黄
金
で
す
が
、
ど
う
も
何
か
、
他
に
あ
る
よ
う
で
す
。

万
鍛
冶
:
泰
平
の
世
に
あ
っ
て
、
自
分
の
鍛
え
た
武
器
が
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
を
持
つ
の
か
、
そ
れ
を
確
か
め
る
術
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
。

公
家
:
京
の
都
で
鹿
ろ
な
権
勢
を
競
い
合
う
生
活
に
嫌
気
が
指
し
た
一
握
り
の
若
い
公
家
は
、
真
の
力
|
金
、
そ
し
て
配
下
と
す
る
べ
き
剣
華

l

を
求
め
て
、
こ
の
国
を
訪
れ
ま
す

戦
い
の
思
恕
・
・
・
戦
国
の
世
に
立
ち
戻
り

天
下
泰
平
と
い
わ
れ
た
江
戸
時
代
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
の
江
戸
時
代
だ
け
は
別
格
で
す
。
戦
い
の
場
に
お
い
て
は
、
名
昔
あ
る
一
騎
討
ち
で
は

な
く
、
入
り
乱
れ
て
の
集
団
戦
が
基
本
で
し
た
。
卑
怯
者
の
毘
や
待
ち
伏
せ
に
掛
か
っ
て
も
、
相
手
を
憎
む
よ
り
先
に
自
分
の
不
注
意
を
悔
や
む
者
の

方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
『
剣
幕
』
と
呼
ば
れ
る
程
の
実
力
者
の
多
く
は
一
体
一
の
戦
い
を
好
み
、
挑
ま
れ
れ
ば
受
け
て
立
つ

の
で
す
。
大
抵
の
場
合
、
そ
れ
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
操
る
剣
牽
と
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

剣
術
伝
奇
T
R
P
G

サ
ム
ラ
イ
キ
ン
グ
ダ
ム

企
画

上
村
大

橋
本
淳

河
村
志
穂

加
川
洋
平

高
村
鋭
治

島
山
拓
洋

安
違
和
明

宮
晴
幸
子

有
本
浩
二

瞬
嶋
賢
治

高
柳
健
吾

手
作
業
と
工
作

ト
ミ

l
ウ
ォ

l
カ
l
ジ
ュ
ニ
ア

揮
絵

八
部
衆

聖製
作本

ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
宛
先
は

ま
で
ど
う
ぞ
。
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